






個の台頭シナリオ　〜大格差の発生とニッチの台頭〜 07
０7. 資料編【（2）2030 年　社会・企業の未来シナリオ】　-P118

働き方の多様化や、テクノロジーの発達により、個人が時代の変化をリードする社会となっている。企業はオープンで柔軟な雇用制度を設計せざる
を得なくなり、「新卒採用」「終身雇用」という言葉は完全に死語、社内外の人材を適宜自由に組みわせて活用できるような制度改革が行われている。
就労格差は拡大し、個人の力がより顕著に現れる弱肉強食の時代となり、格差の拡大と社会保障制度の危機が時代の一大テーマとなっている。



企業の目覚めシナリオ　〜超国家 CSV 企業主導の社会〜 07
０7. 資料編【（2）2030 年　社会・企業の未来シナリオ】　-P119

幾何級数的な世界人口の増加により、世界食糧危機が発生。企業経営の最大の課題は、持続性となる。自然資本や多様なステークホルダーに配慮し
ながら営利活動を行う企業のみが受け入れられ、投資家が注目するのはソーシャルイノベーション。社会的価値と経済的価値の両立への取り組みを
行ってきた「超国家 CSV 企業」（CSV：Creating Shared Value　共通価値の創造）が出現している。国家の枠組みを超えて活動し、影響を及ぼ
す超巨大企業が先駆的利益を得ている。



クワトロ・ヘリックス・シナリオ
〜 4 セクターの相乗効果で 21 世紀型社会へ〜 07

０7. 資料編【（2）2030 年　社会・企業の未来シナリオ】　-P120

2020 年、教育改革と東京五輪をきっかけに、企業と政府・アカデミア・市民（NPO・NGO）などのセクターを超えた協働が生まれ、拡大している。
この産官学民による共創を「クワトロ・ヘリックス（四重螺旋）」と表現している。4 セクターが 1 つの未来ビジョンを共有し新たなイノベーション
を起こしている。


